
 
 
平成22年12月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 

 
 
平成22年12月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 

修正の理由 
１．連結業績予想数値について 
 当第３四半期連結累計期間以降、円高状況の継続、米中の成長鈍化や景気刺激策でもあるエコカー減税、エコポイント
制度が終了した後の反動等が懸念材料となり、経済環境は足踏み状態が続くものと思われます。それにともない当社グル
ープの売上高につきましても、ＳＳＰ部門におきましては、防災設備需要に直結する建設業界の受注は民間、公共工事とも
に回復傾向にあるものの、受注額は極めて低い水準で推移することが見込まれるため、予想を311百万円（6.4％）下廻る
4,513百万円を見込んでおります。ＰＷＢＡ部門におきましては、主要客先において新製品への機種切り替え時期にともなう
生産調整等が見込まれるため、予想を414百万円（5.0％）下廻る7,843百万円を見込んでおります。なお、サーマル部門、メ
ディカル部門につきましては、ほぼ予想どおりを見込んでおります。 
 以上の結果、売上高につきましては、予想を683百万円（4.3％）下廻る15,351百万円を見込んでおります。 
 利益面におきましては、第３四半期連結累計期間において急激な円高により為替差損が発生し、通期業績にも影響を及
ぼすほか、リーマンショック以降の景気低迷に起因する企業の設備投資計画延期により、ＳＳＰ部門における一部の大型
仕掛工事物件においてたな卸資産の評価損を計上したこと等により、営業利益におきましては、予想を209百万円（31.4％）
下廻る457百万円、経常利益におきましては、予想を284百万円（43.3％）下廻る372百万円、当期純利益につきましては、
税金等調整前当期純利益の減少にともない法人税等が減少すること等により、予想を171百万円（48.7％）下廻る180百万
円を見込んでおります。 
 
２．個別業績予想数値について 
 上記、連結業績予想と同様の内容により、売上高につきましては、予想を618百万円（4.9％）下廻る12,095百万円を見込
んでおります。営業利益におきましては、予想を131百万円（23.9％）下廻る418百万円、経常利益におきましては、予想を21
3百万円（38.7％）下廻る338百万円、当期純利益につきましては、予想を79百万円（30.0％）下廻る184百万円を見込んでお
ります。 
 
※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。 
実際の業績は、今後、様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年８月３日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 16,034 666 656 351 59.71
今回発表予想(B) 15,351 457 372 180 30.67
増減額(B-A) △683 △209 △284 △171
増減率(%) △4.3 △31.4 △43.3 △48.7
（ご参考）前期実績 
（平成21年12月期） 13,546 132 269 191 32.56

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 12,713 549 551 263 44.74
今回発表予想(B) 12,095 418 338 184 31.22
増減額(B-A) △618 △131 △213 △79
増減率(%) △4.9 △23.9 △38.7 △30.0
（ご参考）前期実績 
（平成21年12月期） 11,454 △96 189 129 22.03


